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地域からのミニ・レポート
自治研の

援
）
の
考
え
方
や
連
帯
の
仕
組
み
か
ら
、

「
普
遍
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
て
の
人

に
支
援
す
る
こ
と
で
社
会
全
体
の
質
の

向
上
に
つ
な
が
る
。
」
「
一
番
困
難
な

子
ど
も
た
ち
を
救
え
ば
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
れ
る
。
」
と
普
遍
的
な
子
育
て
政

策
の
理
念
を
話
さ
れ
る
な
ど
示
唆
に
富

ん
だ
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
養
育
支
援
の
多
様
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
全
体
で
確
認
し
、
子
育
て
当
事

者
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
（
自
治
体
、

市
民
、
支
援
者
な
ど
）
が
取
り
組
む
べ

き
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

定
の
必
要
性
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
示

さ
れ
ま
し
た
。

丹
南
自
治
研
セ
ン
タ
ー
は

　
　
　
塩
釜
市
の
特
産
販
売
を
継
続

　
少
し
で
も
、
東
北
支
援
に
役
立
ち
た

い　
５
月
10
日
、
今
年
も
越
前
市
今
立
芸

術
館
で
地
球
の
こ
と
を
考
え
大
事
に
す

る
環
境
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ー
ス
デ
イ
越
前

２
０
１
５
」
が
晴
れ
た
青
空
の
も
と
賑

や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
丹
南
市
民
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

毎
年
、
会
員
が
実
行
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
取
り

組
み
で
は
３
年
前
か
ら
越
前
市
の
職

員
が
応
援
派
遣
さ
れ
て
い
る
「
塩
竈

市
」
の
特
産
品
販
売
を
続
け
て
お
り
、

今
年
も
品
数
を
増
や
し
な
が
ら
参
加

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
ブ
ー
ス
で
は
越
前
市

の
女
子
職
員
有
志
に
よ
る
「
越
前
市

ま
る
ご
と

キ
ッ
チ
ン

倶
楽
部
」

の
皆
さ
ん

が
地
元
産

の
野
菜
の

紹
介
や
お

い
し
い
料

理
な
ど
で

参
加
し
ま

し
た
。

　
２
０
１
５
年
４
月
28
日
、
越
前
市
・

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
第

４
回
福
井
県
福
祉
自
治
研
集
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
市
民
と
の
協
働
を
視
座

に
、
県
自
治
研
セ
ン
タ
ー
、
県
社
会
的

「
都
の
亭
こ
は
る
」
「
笑
亭
真
月
」

　
　
　
福
井
の
人
気
落
語
家
の
競
演

　
坂
井
あ
わ
ら
市
民
自
治
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
２
月
７
日
に
第
７
回
目
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
初

の
講
演
会
は
、
１
年
間
を
楽
し
く
笑

っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
も
の
に
し
た

い
と
「
新
春
お
笑
い
寄
席
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
会
場
で
あ
る
「
い
ね
す
」
は
、
別

の
団
体
が
展
示
会
を
や
っ
て
い
る
た

め
人
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
の
会
場
に
沢
山
人
が

来
て
く
れ
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
は
ポ
ツ
ポ
ツ

と
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
始
め
、
２
時

前
に
は
満
席
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
何
と
１
１
０
名
の
皆
さ
ん
が
お

い
で
頂
き
ま
し
た
。

 

最
初
は
、
都
の
亭
こ
は
る
師
匠
の

出
番
で
す
。

　
太
鼓
の
お
囃
子
と
共
に
高
座
に
上

が
り
、
軽
快
な
調
子
で
お
話
し
が
始

ま
り
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ
は
る
師

匠
は
、
第
６
回
ち
り
と
て
ち
ん
杯
で

優
勝
さ
れ
た
方
で
す
。

養
護
施
設
協
議
会
、
県
里
親
会
、
県
社

会
福
祉
士
会
、
越
前
市
な
ど
総
勢
21
団

体
の
賛
同
と
協
働
に
よ
る
集
会
と
な
り
、

自
治
労
県
本
部
の
組
合
員
は
も
と
よ
り
、

地
域
で
活
躍
す
る
活
動
家
な
ど
多
彩
な

メ
ン
バ
ー
１
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
「
子
ど
も
の
貧

困
・
虐
待
・
排
除
・
孤
立
・
漂
流
〜
負

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
が
あ
る
」
。

　
講
演
は
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査

研
究
本
部
の
榊
原
智
子
主
任
研
究
員
を

講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。
国
の
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
や
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
委
員
と
し
て
の
実
績
や
、

新
聞
記
者
と
し
て
取
材
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
経
験
か
ら
、
人
口
減
少
や
少
子
化

問
題
を
抱
え
る
日
本
に
広
が
る
養
育
困

難
な
現
状
に
触
れ
、
従
来
の
専
業
主
婦

家
庭
を
前
提
に
設
計
さ
れ
た
「
社
会
保

障
制
度
の
歪
み
」
や
多
様
な
家
族
の
あ

り
方
や
働
き
方
に
よ
り
「
孤
立
す
る
子

育
て
」
や
、
一
人
親
や
貧
困
な
ど
に
よ

り
家
庭
の
安
定
感
が
失
わ
れ
港
（
居
場

所
）
が
持
て
ず
「
漂
流
す
る
子
ど
も
」
、

望
ま
な
い
妊
娠
や
出
産
に
悩
む
「
妊
娠

葛
藤
」
な
ど
、
全
国
的
に
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
駆
的
事
例
と
し
て
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
が
紹
介
さ

れ
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
く
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
支
援
（
予
防
的
支

　
続
い
て
高
座
に
上
が
ら
れ
た
方
は
、

葵
亭
真
月
師
匠
で
す
。

　
若
干
29
歳
の
背
が
高
く
て
男
前
、

お
話
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
約
30
分
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
私

が
江
戸
時
代
に
い
る
よ
う
な
気
が
し

た
く
ら
い
で
す
。
会
場
の
皆
さ
ん
も

吐
息
を
殺
し
て
お
話
し
に
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
終
わ
る
と
同
時
に
盛

大
な
拍
手
と
歓
声
で
し
た
。

　
こ
の
会
の
良
さ
は
、
こ
れ
で
は
終

わ
り
ま
せ
ん
。

　
坂
井
市
教
育
長
さ
ん
が
、
聞
き
手

と
し
て
都
の
亭
こ
は
る
師
匠
に
「
ご

家
族
の
方
は
、
ど
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
ま
す
か
」
な
ど
と
対
談
の
時
間

を
設
け
ま
し
た
。落
語
は
聞
け
て
も

噺
家（
ア
マ
チ
ュ
ア
）さ
ん
本
人
と
落

語
と
出
会
っ
た
い
き
さ
つ
や
練
習
方

法
な
ど
聞
け
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な

い
と
思
い
ま
す
。20
分
ほ
ど
の
時
間

で
し
た
が
、
会
場
か
ら
も
「
頑
張
っ

て
」
と
か
「
そ
う
な
ん
だ
」
と
の
声
が

聞
こ
え
る
和
や
か
な
会
に
な
り
ま
し

た
。

会
員
拡
大
と
、

　
奥
越
自
治
研
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
設
立
支
援
な
ど
も
確
認

　
２
月
17
日
、
福
井
県
地
方
自
治
研
究

セ
ン
タ
ー
の
第
23
回
定
期
総
会
が
越
前

市
の
「
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
」
で
約
80
名

が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
14
年
度
の
活
動
経
過
と

15
年
度
の
活
動
方
針
な
ど
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
新
方
針
の
中
で
は
新
た
に
政

策
研
究
会
の
設
置
や
、
団
体
と
個
人
会

員
の
拡
大
、
あ
わ
せ
て
、
前
年
か
ら
継

続
中
の
福
井
地
区
と
奥
越
地
区
で
の
地

域
自
治
研
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て

の
取
り
組
み
と
支
援
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
質
疑
の
中
で
は
「
県
自
治

研
セ
ン
タ
ー
と
県
平
和
セ
ン
タ
ー
と
の

効
果
的
な
連
携
で
の
運
動
、
各
産
別
組

織
、
市
民
団
体
、
大
学
と
の
協
働
推
進

を
求
め
る
発
言
が
あ
り
、
そ
の
点
も
含

め
て
新
年
度
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
「
小
林
、
泉
、
水
上
、

宮
崎
」
の
各
理
事
が
退
任
し
、
新
た
に

「
小
川
、
川
崎
、
橋
本
、
野
田
」
の
各

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
冒
頭
に
は
前
日
に
逝
去

さ
れ
た
前
理
事
の
福
井
県
立
大
学
教
授

の
小
林
明
子
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙

と
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
記
念
講
演
は
、
県
立
大
学

教
授
で
県
自
治
研
セ
ン
タ
ー
理
事
の
吉

村
臨
兵
氏
か
ら
「
公
契
約
条
例
、
そ
の

現
時
点
の
取
り
組
み
と
関
連
す
る
議

論
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
契
約
条
例
の
基

本
的
な
内
容
、
全
国
の
状
況
、
早
期
制

さかい落語会

市
民
１
１
０
名
、笑
っ
て

　
　
　
春
を
引
き
寄
せ
た
!

ア
ー
ス
デ
イ
越
前
２
０
１
５

　
今
年
も
に
ぎ
や
か
に
開
催

第
23
回
定
期
総
会

　
　
政
策
研
究
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
な
ど
決
め
る

第
４
回
福
祉
自
治
研
集
会

　
市
民
と
と
も
に

　
　
　
で
き
る
こ
と
が
あ
る

子
ど
も
の
貧
困
、負
の
連
鎖
を

　
　
　
　
断
ち
切
る
た
め
に
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的
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政
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理
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な
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富
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育
支
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の
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を
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治
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や
す
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丹
南
自
治
研
セ
ン
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塩
釜
市
の
特
産
販
売
を
継
続

　
少
し
で
も
、
東
北
支
援
に
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ち
た
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５
月
10
日
、
今
年
も
越
前
市
今
立
芸

術
館
で
地
球
の
こ
と
を
考
え
大
事
に
す
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環
境
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ー
ス
デ
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越
前

２
０
１
５
」
が
晴
れ
た
青
空
の
も
と
賑

や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
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丹
南
市
民
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

毎
年
、
会
員
が
実
行
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
取
り

組
み
で
は
３
年
前
か
ら
越
前
市
の
職

員
が
応
援
派
遣
さ
れ
て
い
る
「
塩
竈

市
」
の
特
産
品
販
売
を
続
け
て
お
り
、

今
年
も
品
数
を
増
や
し
な
が
ら
参
加

し
ま
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ま
た
、
同
じ
ブ
ー
ス
で
は
越
前
市

の
女
子
職
員
有
志
に
よ
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越
前
市

ま
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部
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さ
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が
地
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野
菜
の

紹
介
や
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料
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ど
で
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加
し
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し
た
。
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０
１
５
年
４
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28
日
、
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前
市
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福
祉
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に
お
い
て
、
「
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４
回
福
井
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福
祉
自
治
研
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会
」
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開

か
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ま
し
た
。
市
民
と
の
協
働
を
視
座

に
、
県
自
治
研
セ
ン
タ
ー
、
県
社
会
的

「
都
の
亭
こ
は
る
」
「
笑
亭
真
月
」

　
　
　
福
井
の
人
気
落
語
家
の
競
演

　
坂
井
あ
わ
ら
市
民
自
治
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
２
月
７
日
に
第
７
回
目
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
初

の
講
演
会
は
、
１
年
間
を
楽
し
く
笑

っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
も
の
に
し
た

い
と
「
新
春
お
笑
い
寄
席
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
会
場
で
あ
る
「
い
ね
す
」
は
、
別

の
団
体
が
展
示
会
を
や
っ
て
い
る
た

め
人
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
の
会
場
に
沢
山
人
が

来
て
く
れ
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
は
ポ
ツ
ポ
ツ

と
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
始
め
、
２
時

前
に
は
満
席
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
何
と
１
１
０
名
の
皆
さ
ん
が
お

い
で
頂
き
ま
し
た
。

 

最
初
は
、
都
の
亭
こ
は
る
師
匠
の

出
番
で
す
。

　
太
鼓
の
お
囃
子
と
共
に
高
座
に
上

が
り
、
軽
快
な
調
子
で
お
話
し
が
始

ま
り
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ
は
る
師

匠
は
、
第
６
回
ち
り
と
て
ち
ん
杯
で

優
勝
さ
れ
た
方
で
す
。

養
護
施
設
協
議
会
、
県
里
親
会
、
県
社

会
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祉
士
会
、
越
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市
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ど
総
勢
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団

体
の
賛
同
と
協
働
に
よ
る
集
会
と
な
り
、

自
治
労
県
本
部
の
組
合
員
は
も
と
よ
り
、

地
域
で
活
躍
す
る
活
動
家
な
ど
多
彩
な

メ
ン
バ
ー
１
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
「
子
ど
も
の
貧

困
・
虐
待
・
排
除
・
孤
立
・
漂
流
〜
負

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
が
あ
る
」
。

　
講
演
は
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査

研
究
本
部
の
榊
原
智
子
主
任
研
究
員
を

講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。
国
の
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
や
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
委
員
と
し
て
の
実
績
や
、

新
聞
記
者
と
し
て
取
材
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
経
験
か
ら
、
人
口
減
少
や
少
子
化

問
題
を
抱
え
る
日
本
に
広
が
る
養
育
困

難
な
現
状
に
触
れ
、
従
来
の
専
業
主
婦

家
庭
を
前
提
に
設
計
さ
れ
た
「
社
会
保

障
制
度
の
歪
み
」
や
多
様
な
家
族
の
あ

り
方
や
働
き
方
に
よ
り
「
孤
立
す
る
子

育
て
」
や
、
一
人
親
や
貧
困
な
ど
に
よ

り
家
庭
の
安
定
感
が
失
わ
れ
港
（
居
場

所
）
が
持
て
ず
「
漂
流
す
る
子
ど
も
」
、

望
ま
な
い
妊
娠
や
出
産
に
悩
む
「
妊
娠

葛
藤
」
な
ど
、
全
国
的
に
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
駆
的
事
例
と
し
て
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
が
紹
介
さ

れ
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
く
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
支
援
（
予
防
的
支

　
続
い
て
高
座
に
上
が
ら
れ
た
方
は
、

葵
亭
真
月
師
匠
で
す
。

　
若
干
29
歳
の
背
が
高
く
て
男
前
、

お
話
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
約
30
分
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
私

が
江
戸
時
代
に
い
る
よ
う
な
気
が
し

た
く
ら
い
で
す
。
会
場
の
皆
さ
ん
も

吐
息
を
殺
し
て
お
話
し
に
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
終
わ
る
と
同
時
に
盛

大
な
拍
手
と
歓
声
で
し
た
。

　
こ
の
会
の
良
さ
は
、
こ
れ
で
は
終

わ
り
ま
せ
ん
。

　
坂
井
市
教
育
長
さ
ん
が
、
聞
き
手

と
し
て
都
の
亭
こ
は
る
師
匠
に
「
ご

家
族
の
方
は
、
ど
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
ま
す
か
」
な
ど
と
対
談
の
時
間

を
設
け
ま
し
た
。落
語
は
聞
け
て
も

噺
家（
ア
マ
チ
ュ
ア
）さ
ん
本
人
と
落

語
と
出
会
っ
た
い
き
さ
つ
や
練
習
方

法
な
ど
聞
け
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な

い
と
思
い
ま
す
。20
分
ほ
ど
の
時
間

で
し
た
が
、
会
場
か
ら
も
「
頑
張
っ

て
」
と
か
「
そ
う
な
ん
だ
」
と
の
声
が

聞
こ
え
る
和
や
か
な
会
に
な
り
ま
し

た
。

会
員
拡
大
と
、

　
奥
越
自
治
研
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
設
立
支
援
な
ど
も
確
認

　
２
月
17
日
、
福
井
県
地
方
自
治
研
究

セ
ン
タ
ー
の
第
23
回
定
期
総
会
が
越
前

市
の
「
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
」
で
約
80
名

が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
14
年
度
の
活
動
経
過
と

15
年
度
の
活
動
方
針
な
ど
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
新
方
針
の
中
で
は
新
た
に
政

策
研
究
会
の
設
置
や
、
団
体
と
個
人
会

員
の
拡
大
、
あ
わ
せ
て
、
前
年
か
ら
継

続
中
の
福
井
地
区
と
奥
越
地
区
で
の
地

域
自
治
研
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て

の
取
り
組
み
と
支
援
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
質
疑
の
中
で
は
「
県
自
治

研
セ
ン
タ
ー
と
県
平
和
セ
ン
タ
ー
と
の

効
果
的
な
連
携
で
の
運
動
、
各
産
別
組

織
、
市
民
団
体
、
大
学
と
の
協
働
推
進

を
求
め
る
発
言
が
あ
り
、
そ
の
点
も
含

め
て
新
年
度
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
「
小
林
、
泉
、
水
上
、

宮
崎
」
の
各
理
事
が
退
任
し
、
新
た
に

「
小
川
、
川
崎
、
橋
本
、
野
田
」
の
各

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
冒
頭
に
は
前
日
に
逝
去

さ
れ
た
前
理
事
の
福
井
県
立
大
学
教
授

の
小
林
明
子
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙

と
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
記
念
講
演
は
、
県
立
大
学

教
授
で
県
自
治
研
セ
ン
タ
ー
理
事
の
吉

村
臨
兵
氏
か
ら
「
公
契
約
条
例
、
そ
の

現
時
点
の
取
り
組
み
と
関
連
す
る
議

論
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
契
約
条
例
の
基

本
的
な
内
容
、
全
国
の
状
況
、
早
期
制

さかい落語会

市
民
１
１
０
名
、笑
っ
て

　
　
　
春
を
引
き
寄
せ
た
!

ア
ー
ス
デ
イ
越
前
２
０
１
５

　
今
年
も
に
ぎ
や
か
に
開
催

第
23
回
定
期
総
会

　
　
政
策
研
究
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
な
ど
決
め
る

第
４
回
福
祉
自
治
研
集
会

　
市
民
と
と
も
に

　
　
　
で
き
る
こ
と
が
あ
る

子
ど
も
の
貧
困
、負
の
連
鎖
を

　
　
　
　
断
ち
切
る
た
め
に
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自治研センターの会員を募集しています。ぜひ積極的な加入をお願いします。

個人会員　1年間 2,000円　　団体会員　1口 5,000円

●活動内容と会員サービス
１．当自治研センターが主催する各種講演会、学習会について会員の皆さんにご案内を差し上げます。
２．会員が集会や講演会をされる場合、講師のご紹介や会場の斡旋を行います。
３．住民本位の地域政策を策定していくため、課題別の研究会を設け、活動を進めます。
４．当センターの活動経過や各種情報、研究成果等を掲載する「自治研ふくい」を発刊し、会員にはご自
　宅へ無料で送付します。

【申込先】 〒910-0836 福井市大和田2丁目517番地
 自治労福井県本部内 TEL(0776)57－5800　FAX(0776)57－0690
  E-mail：f-jichiken@j-fukui.jp

福井県地方自治研究センター会員募集

◎
活
動
の
記
録
（
２
０
1
４
年
12
月
〜
２
０
1
5
年
7
月
）

・
12
月
25
日
　
自
治
研
ふ
く
い
58
号
発
行

・
２
月
４
日
　
自
治
研
セ
ン
タ
ー
　
県
本
部
合
同
幹
事
会
（
自
治
労
県
本
部
会
館
）

・
２
月
17
日
　
自
治
研
セ
ン
タ
ー
　
第
23
回
定
期
総
会
（
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
　
管
理
会
議
室
棟
研
修
室
）

・
４
月
16
日
　
自
治
研
セ
ン
タ
ー
　
役
員
会
（
自
治
労
県
本
部
会
館
）

・
４
月
28
日
　
福
祉
自
治
研
集
会
（
越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
）

・
５
月
18
日
　
自
治
研
ふ
く
い
編
集
委
員
会
（
自
治
労
県
本
部
会
館
）

・
５
月
22
日
　
北
信
地
連
自
治
研
推
進
委
員
会
（
長
野
市
自
治
労
長
野
県
労
働
会
館
）

・
５
月
25
日
　
県
本
部
　
自
治
研
推
進
委
員
会
（
自
治
労
県
本
部
会
館
）

・
６
月
８
日
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
取
材
（
小
浜
市
ア
ト
リ
エ
に
じ
の
わ
）

・
６
月
18
日
　
職
場
探
訪
「
美
山
荘
」
取
材
（
美
山
荘
）

・
７
月
22
日
　
北
信
地
連
自
治
研
推
進
委
員
会
（
自
治
労
と
や
ま
会
館
）

◎
編
集
後
記

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
取
材
は
、
面
白
さ
と
気
づ
き
に
あ
ふ
れ
た
刺
激
的
な
も
の
で
し
た
。
地
域
の
住
人
と
話

し
、
地
域
の
未
来
を
考
え
、
自
分
が
そ
の
主
体
と
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
葉
に
す
る
と
、
改
め
て
大
変

な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
彼
女
た
ち
は
一
様
に
「
面
白
さ
」
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
行
政
の
仕
事
は
、
本
来
「
面
白
い
」
も
の
で
す
。
業
務
に
追
わ
れ
、
住
人
に
地
域
に
臆
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
役
場

は
、
最
も
や
り
が
い
と
魅
力
あ
る
仕
事
を
自
ら
放
棄
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
職
場
探
訪
」
美
山
荘
で
働
く
み
な
さ
ん
は
、
入
所
者
の
方
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
彼
ら
の
人
生
を
豊
か
に
す
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
誰
か
に
寄
り
添
い
、
助
け
合
う
仕
事
を
徹
底
す
る
皆
さ
ん
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

他
者
の
幸
せ
を
、
自
分
た
ち
の
幸
せ
の
よ
う
に
語
る
彼
ら
か
ら
、
本
当
の
幸
せ
と
や
り
が
い
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
編
集
の
、
音
声
デ
ー
タ
起
こ
し
や
、
あ
り
っ
た
け
の
言
葉
を
ペ
ー
ジ
数
に
合
わ
せ
て
削
る
作
業
は
、
苦
し
い
も
の
で

し
た
が
、
経
験
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
と
得
ら
れ
た
出
会
い
な
ど
を
、
こ
れ
か
ら
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
す
ね
。

（
編
集
部
　
出
）

◎
投
稿
募
集
！

　
「
自
治
研
ふ
く
い
」
で
は
、
自
治
体
や
地
域
で
の
面
白
い
取
り
組
み
、
面
白
い
人
た
ち
の
情
報
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
【
自
治
研
　
福
井
】
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
検
索
し
て
、
情
報
提
供
、
そ
し
て
つ
い
で
の
【
い
い
ね
！
】
を
お
願
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
U
R
L
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
動
き
や
活
動
、
職
場
で
の
話
題
な
ど
、
お
気
軽
に

書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。


